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発表者：田中正弘（筑波大学）



本発表の目的

• 英国の全国学生調査（National Student Survey: NSS）
の概要や特徴を説明し、日本の全国学生調査への示唆
を得るための、議論の機会を提供する。
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NSSの概要
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NSSの概要

• NSSの概要
• 実施主体：「学生局」（Office for Students: OfS）

• 大学の規制および大学への助成助言を行う準政府機関

• 対象の学生：最終学年の学生（通常３年生）

• 実施方法：オンライン

• 実施サイクル：毎年１回（１月～４月）

• 卒業試験（５月）より前に緩やかに設定

• 開始年：2005年

• 回答率：71.5%（NSS 2023）
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出典：Office for Students (2024) National Student Survey, Overview (https://www.officeforstudents.org.uk/advice-and-
guidance/student-information-and-data/national-student-survey-nss/ アクセス日：2024年2月17日) 

調査は民間調査機関（Ipsos）に委託

https://www.officeforstudents.org.uk/advice-and-guidance/student-information-and-data/national-student-survey-nss/


NSSの目的

1. 「選択に役立つ情報を進学希望の生徒に提供」（inform 
prospective students’ choices）

2. 「学生の経験の向上に役立つデータを高等教育機関に
提供」（provide data that supports universities and colleges to 
improve the student experience）

3. 「公共への説明責任を支援」（support public 
accountability）
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出典：Office for Students (2024) National Student Survey, Overview (https://www.officeforstudents.org.uk/advice-and-
guidance/student-information-and-data/national-student-survey-nss/ アクセス日：2024年2月17日) 

公的資金を配分される高等
教育機関の実施は義務

学生の回答は任意

https://www.officeforstudents.org.uk/advice-and-guidance/student-information-and-data/national-student-survey-nss/


生徒への情報提供

• 進学希望の生徒がNSSの結果を自由に閲覧可能
• Discover Uni
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例：マンチェスター大学教育学部

✓ 全国学生調査（NSS）の結果
✓ 入試情報
✓ リテンション率（1年後）

✓ 卒業後の収入
✓ 卒業15ヶ月後の就労率
✓ 卒業生調査の結果
✓ 大学の情報（大学HP）

出典：Discover Uni (2024) University of Manchester, BA (Hons) Education, Leadership and Culture (https://discoveruni.gov.uk/course-
details/10007798/2571409/Full-time/ アクセス日：2024年2月17日) 

https://discoveruni.gov.uk/course-details/10007798/2571409/Full-time/


NSSのデータ

• NSSのデータは、
OfSのサイトから
ダウンロード可能

（出典：
https://www.officeforstudents.org.uk/d
ata-and-analysis/national-student-
survey-data/download-the-nss-data/
アクセス日：2024年2月21日）
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https://www.officeforstudents.org.uk/data-and-analysis/national-student-survey-data/download-the-nss-data/


NSSの提供データ（Excel）
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• 各大学の設問項目ごとに結果を表示できる。
• 各設問項目のポジティブな回答の割合が示される（ベンチマークも表示）。

（「2023 NSS results by teaching provider for all providers」より抜粋）



導入（2005年）の背景

1. 高等教育の質保証に関する議論の高まり

2. 市民の情報へのアクセスに対する意識の高まり

3. 学生満足度調査研究の蓄積

4. 全国学生組合（National Union of Students: NUS）の後押し
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出典：沖清豪（2010）「イギリスにおける全国学生調査（National Student Survey）の導入と課題―IR（機関調査研究）のためのデータ収集
という観点から―」『早稲田大学研究フォーラム』第2号、3-20頁

学生を味方につけた。

学生組合は匿名化
された自大学の
データをもらえる
ため



NSSの質問項目の変遷
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NSSの質問項目（NSS 2024）（1/2）

• 必須の質問、計27問（＋自由回答1問）
• コースの教育：4問

• 学習機会：5問

• 成績評価とフィードバック：5問

• 学習支援：2問

• 組織と運営：2問

• 学習リソース：3問

• 学生の声：4問

• 追加質問：2問
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出典：Office for Students (2024) National Student Survey 2024, Full Questionnaire 
(https://www.officeforstudents.org.uk/media/8825/annex-a-nss-2024-full-questionnaire.pdf アクセス日：2024年2月17日) 

「必須」とは、
学生にとってではなく、

機関にとって

https://www.officeforstudents.org.uk/media/8825/annex-a-nss-2024-full-questionnaire.pdf


NSSの質問項目（NSS 2024）（2/2）

• 医療関係（看護や福祉）学専攻の学生向け質問：6問

• 任意の質問、計49問
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出典：Office for Students (2024) National Student Survey 2024, Full Questionnaire 
(https://www.officeforstudents.org.uk/media/8825/annex-a-nss-2024-full-questionnaire.pdf アクセス日：2024年2月17日) 

✓ オンライン・サーベイのアドレスを知った方法：1問
✓ 個人の発達：3問
✓ 学生組合：3問
✓ キャリア：3問
✓ 学習内容・カリキュラム：3問
✓ インターンシップ：5問
✓ 交流の機会：3問
✓ コースの提供：5問
✓ 学習環境：2問

✓ 福祉のリソースと設備：2問
✓ 学習負荷：4問
✓ 評価方法：2問
✓ 学習コミュニティ：5問
✓ 知的動機付け：3問
✓ アントレプレナーシップの育成機会：3問
✓ 就業力・働く力：2問

最大6つの領域まで任意
の質問を含められる

最大2問まで、大学独自の
質問を含められる

https://www.officeforstudents.org.uk/media/8825/annex-a-nss-2024-full-questionnaire.pdf


NSSの質問項目の再考（2014年）

• NSSのレビューを行った、カレンダーほか（2014）に
よると、学生は、「NSSの調査範囲は、学生の経験や
学修・教育への参画という点で狭すぎる。この狭さは、
生徒の選択に必要な情報を与え、学生の学習経験を向
上させるという、NSSの有効性を損なうものである」
（Callender 2014: 7）と考えている。
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出典：Callender, C., Ramsden, P. and Griggs, J., (2014) Review of the National Student Survey, Report to the UK Higher Education 
Funding Bodies by NatCen Social Research, the Institute of Education, University of London and the Institute for Employment Studies: 
Summary Report, London: HEFCE



NSSの質問項目の再考（2017年）

• 2014年の指摘を受けて、NSS 2017の質問項目は大幅に
変更された。

• ところが、NSS 2017は「学生からボイコットの対象に
なり、議会ではNSSが争点」（相原 2021: 78）となる。
• 理由：「教育卓越性・学習成果評価枠組」（Teaching Excellence 

and Student Outcomes Framework: TEF）の結果に応じて、授業料上限
の引き上げが認められたため。
• 注：TEFの評価指標の一部としてNSSの結果が用いられる。
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出典：相原総一郞（2021）「英国における全国学生調査（NSS）の展開―2017年における主要設問の更新を中心に―」第10回大学情報・機関
調査研究集会、78-83頁

NSSに協力すると、
授業料が上がる！？



NSSの質問項目の大幅な変更（2017年・2023年）

• 質問項目の大幅な変更が、NSS 2017とNSS 2023で、
それぞれ行われた。

1. NSS 2017：
➢学生の満足 → 学生の経験（参画）

2. NSS 2023：
➢同意・不同意 → 当てはまる・当てはまらない

• 変更の詳細は、添付資料①「英国の全国学生調査（NSS）の主要設問の変遷」をご参照
ください。
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NSSの特徴
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NSSの特徴（1/2）

• 必須の質問項目数をできるだけ少なくする（30を超え
ない）工夫が見られる。

• その一方、任意の質問を含められるようにすることで、
大学側の要望にも応えられるような工夫が見られる。
• 大学独自の質問も加えられる点は、大いに参考になる。

• NSSのデータは、大学だけでなく、学生組合にも提供
される。

• TEFと連動させることで、NSSの価値を高めている。
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NSSの特徴（2/2）

• TEFとの連動とは、
• TEFの審査は、三つの書類を根拠に行われる。

1. 大学の提出書類（provider submission）

2. 学生の提出書類（student submission）＝「学生意見書」

3. OfSが提供する指標

• 評価項目「学生の経験」の根拠資料に、NSSの結果を用いる
ことが推奨されている（添付資料②、表5: 43）。
• 学生意見書でもNSSが参照されることは多い（例：添付資料③、ロンドン

大学ロイヤル・ホロウェイ）
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まとめ（日本への示唆）
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誰のための調査なのか？

• 学生のため？？
• だとすれば、学生（進学希望者を含む）が使いやすい形で、

データを閲覧できるように、または提供すべきである。

• 学生にとって意味のあるデータか？？
• 学生が活用したいと思えるデータでなければ、調査に真摯に

協力してくれない。

• 学生の活用を支援する体制の構築が期待される。
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情報開示の方法

• 英国のように「全ての大学」 （全学位プログラム）の
情報を開示することは、日本ではハードルが高いかも
しれない。
• 多くの大学の賛同を得られやすい方法を考える必要がある。

• 例：高い評価を受けた上位校（ポジティブリスト）のみ？？

• ただし、学生（特に進学希望者）がほしいデータは、自大学
（進学希望の大学）と他大学を比較できるようなデータだと
思われる。
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ご清聴ありがとうございました。
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